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運営規定に定められる運営方針より、具体的にホームの理念を見出している。運営方針と運営理念はホームの壁に掲げ

られている。しかし、理念達成への取り組みを考えると、職員への具体的な目標提示がなされていなかったことが否めな
い。今後は達成度の確認できる目標を具体的に提示し、日標達成に向けたホーム全体の取り組みに期待するところであ

る。
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特
記
事
項

母体の医療法人所有である3階建てビルの3階部分をグループホームとして使用している。新築で、施設的になりがちな

構造ではあるが、管理者口職員は家庭的な環境づくりに努力している。食堂ホールには食卓の他に入居者が憩うソファが

置かれ、畳のスペースの確保もある。心身の状態に合わせた生活空間づくりを見ても、入居者家族の希望を取り入れ、玄

関で靴を履き替える際の椅子の設置を早急に行うなど、現時点では何ら問題は無いように思われた。今後も利用者本位

のサービス提供に大いに期待するところである。
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介護計画はご家族の意見を取り入れることを原則としている。アセスメント、モニタリングにより介護計画の作成。見直しが

なされている。ただ、介護計画に職員の意見を反映するという点では、申し送り時の意見の聞き取りという現体制から、全

体ミーティングでの職員意見の反映口介護計画共有という体制への移行が望ましいように思われる。

母体が医療法人であり、医療口健康支援に関してはホームの一番の強みであると言える。週に一度の法人医師による診

察、身体状況の急変に対する体制は、入居者口家族の安心になつている。

入居者家族の訪問回数は多く、ホームの訪問しやすい雰囲気作りの努力をうかがうことができる。職員が入居者と共に、

訪問された家族を歓迎している姿が非常に印象的であつた。

今後のホームの継続支援に期待したい。
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7司定 の運営体制 1

・相 誹 コ吾 情 2 0

ホー ム ン家 ほ との 変 流 0 0

ホー ム と地 域 との 交 流 0

特
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項

開設問もないホームであるが、管理者はホームの運営に意欲的である。法人オーナーの奥様の理解口協力もあり、利用

者=家族=職員の意見をうまく運営に活かしている。サービスの質の向上に向けて、継続的な取り組みが期待できる施設で

あると思われる。管理者はリーダーシップを発揮し、職員は管理者を信頼している。その信頼関係は介護サービスを行う上

のチームワークのよさにほかならないであろう。今後の課題としては、ホーム内サービスの基礎固めの現段階から、その

介護サービスにおける一つ一つの成果を地域へ還元する事にあるのではないかと思われる。 「ホームの入居者はこうい

う介護を受けている」「ホームに行けば介護の方法を教えてもらう事ができる」ホームが一日も早くそういつた地域密着の

場となる事を望みたい。

訪問調査当日は7月 生まれの入居者の方の誕生会であつた。管理者コ職員は朝からケーキ作りに腕をふるってみえた。デコレ

ションを手伝う入居者の方は少女のような実顔で楽しそうにしておられた。昼食時も誕生会とケーキの話題で食卓はにぎわい、
一キを食べるからご飯は少なめにしておくと話す入居者の方に「なんでもいつぱい食べようね」とやさしく声かけがなされ、食卓

景は一つ屋根の下の家族そのものの様であつた。誕生会の主役である入居者は女性3名 。昼食後になにやらあわただしくなつ

にと思つていたら、管理者の用意した洋服でドレスアップし、きれいに化粧をしての登場となった。「女性はいつまでも女性ですか

ら。最初は嫌がられるかな、とも思つたのですが、皆さんおしゃれは楽しいようです」と語る管理者のやさしい笑顔に、介護サービ

超えたく心の気づかい〉を感じた。
また、驚かされたのが2歳になる職員の子供さんの存在である。週に一度職員と共にホームに来訪し、入居者の方達と過ごすそ

うである。調査当日も「どなたかのお孫さん」的な存在感で、自然に入居者の方と過ごしていた。職員は「お年寄りは小さな子供を

きな方が多いです。ご飯を食べれば世話をやき、危ない事をすれば世話をやき、弱いものを守ろうとする気持ちの刺激になるよ

です」と話してくれた。子供と過ごす入居者の様子を見ながら、本来の介護のありかたとは…・を改めて考えさせられた。



I 運 営理念

ルーブホームJという。llこ

令の意義を理解しており、これを白らが所属するグループホーム(以下「ホーム」とい

う。)の運営上の方針や目標等に具体化し、介護従業者に日常的に話している。

ホームの運営理念 文書 及 びホー ムの 見や す いところに明示 し、

かつ、入居者及びその家族等に分かりやすく説明している。

利用者の権利・義務を利用案内時の説明文書及び契約書に分かりやすく示し、か
つ、入居者及びその家族等に説明し同意を得ている。

2

ホームの運営理念や役害|が地域に理解されるよう、地域に対する連宮理念の啓発・

報に取り組んでいる.(ホ
ームの説明会、ホーム使り等)

工 生 活空間づくり

くり

違和感や威圧感を感じさせず、入居者や家族が入りやすく、近隣の住民も訪ねやす
いよう、玄関まわりや建物の周F■lに、家庭的な雰囲気づくりの配慮をしている。(玄関ま
わりに草花を植える、親しみやすい表札をかける等)

の生活空間 (玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等)が、いずれも家庭

的な雰囲気を有しており、調度や設備、物品や装飾()家庭的である。

共用空間の中に、人居者が 一人になつたり気のあった入居者同士で目的に過ごせる

ような居場所を確保している。

室には、使↓H貫れた家具や生活用品、装飾品等が持ち込まれ、安心して過ごせる

場所となっている。

2心 身の状態にあわせた生活空間づくり できている 改善が必要 判断不能

0身 体機能の低下チ補う配慮

○
入居者の身体機能の低下にあわせて、安全かつできるだけ自立した生活を送れるよう

にするための設備や工夫がある (すべり止めや要所への手すり等の設置、浴槽・便
座・流し台年の使い勝手の工夫、物干し等の高さの調節等)

O場 所間違い等の防止策

○
職員は、入居考

一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把握しており、家庭的な雰

囲気をこわさずに、場所の間違いや分からないことでの淀乱を防ぐための工夫をこらし

ている (トイレや音B屋の日印等)

①音の大きさや光の強さに対する営じ属

○
入居者が落ち着いて暮らせるように、子の大きさや光の強さに配慮している。(テレビ、

職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日射し等)

め粗 写 コT_l用の 解 層

○
気になる臭いや空気のよどみがないように、換気を適何イrつている。また、冷暖房の温

度調節は、冷やし過ぎや暖め過ぎがないように適切に行つている。



見やすく、嗣染みや

の活動意欲を触発する廟1染みの物品を用意し、本人の経験や状況に応じて

供している。(ほうき、たらい、裁縫道具、大工道具、園芸周品、趣味の品等)

|   ~          IIIケ アサービス               |

1 ケアマネジメント

アセスメントに基づいて、入居者i14Nの

えた具体的な介護計画を作成している.

計画を、すべての職虫の気づきや意見を採り入れて作つており、すべての職真力

計画の内容を知ることができる仕組みを作っている。

ながら作成している。

計画に実施期 間を明示して、その期間が終了する際に見直しを行うことはもとより、

状態変化に応じた随時の見直しを行つている。

日々の介護や介護計画に反映させるため、人居者
一人ひと

に記録している。

職員の中し送り

を作つている。

実に行い、重要な点はすべての職員に伝わる仕組み

チームとしてケアをイ
‐
iう上での課題を角早決するため、すべての職員で、定期的に(緊

急条件がある場合にはその都度)会議を開催し、活発に意見交換を行つて合意を図つ

ホーム内でのくらしの支

(1)介護の基本の実行

職員は、常に入居者
一人ひとりの人格 し、誇りやブライ/ベシー

業かけや対応を行っていない。(入居者一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プラ
イベートな場所でのネL儀、本人の返答能力に応じた質問方法、本人が思つている「現
実Jを否定しない等)

はゆつたりしており、やさし↓`

入居者
一人ひとりの生まれてからこれまでの生活獲、本人にとつて大切な経較や問

事を知り、その人らしい暮らしや尊巌を支えるためにそれを活かしている。



○

職員は、職員側の決まりや都合で業務を進めていく態度ではなく、入居者が自由に自
分のベースを保ちながら暮らせるように支えている。

)サス、 「の 自己決定や希望の表出への

○

】哉員は、入店者
一人ひとりが日分で決めたり希堅を表したりすることを大切にし、それ

らを促す取ネ鳳を日常的に行っている。(選んでもらう場面を作る、選ぶのを待つ等)

一 人 でできることへ の 配 〕

○

目立文援を図るために、人居者の十できるとと、できそうなことJについては、手や 口を

極力出さずに見守ったリー緒に行うよう1こしている。(場面づくり、環境づくり等)

0身 体拘東のないケアの実

○
身体拘束は行わないということをすべての1設員が正し舗 識しており、身体拘束のない

ケアを実践している。

)繰 チか |すな い E

○

入居者の自由な暮らしを支え、入居者や家族等に心理的圧迫をもたらさないよう、日
中は 玄関に鍵をかけなくてもすむような配慮をしている。やむを得ず鍵をかける場合
は、その根拠が明白で、その理由を家族に説明している。(外出の祭知、外出傾向の把
握、近所の理解・協力の促進等)

(2)日常生活行為の

家庭的な食器を使つており、茶碗や湯本み、箸年は、入居者
一人ひとりが4吏い 賞れた

ものにしている。

入居青
一人ひとりの咀鳴等の身体機能や便秘・下痢等の健康状態にあわせた調理方

法としつつ、おいしそうな盛り付けの上夫をしているc

入居者
一人ひとりの摂取カロリーや水分摂取量、来衰バランスを、

十 日全体を通じて

おおよそ把握している。

入居者と1司じ食事を一
橋に楽しんで食べながら、食べ方の混乱や食べこぼし

特に対するサポートをさりげなく行つている。

おむつをできる限り使用しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターンを把握
し、トイレでのり卜泄やり開性の自立に向けた支援を行つている。

の誘導・介助や確認、失禁の対応は、不安や差姑心、ブライバシーに配慮して行

入居者
一人ひとりの希望にあわせ、くつろいだ入浴ができるように支援している。(日

間帯、長さ、回数等)



工 警 容

容院の利用支援

○
人居者

一人ひとりの希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。(カット、パー

マ、染め、セット等)

①プライドを大切にした整容の更援

○
整容の乱れ、汚れ等に対し、ブライドを大切にしてさりげなくカバーしている。(髭、着

衣、履き物、食べこぼし、国の周囲等)

オ 師眠 口休息

D安 眠の支

○
入居者

一人ひとりの睡眠のパターンをす巴握し、夜眠れない入居者には、1日の生活リ
ズムづくりを通した安眠策を取つている。

入店者が自分でお金を持つことの大切さを職員が分かつており、日常の金銭管理を

本人が行えるよう、入居者
一人ひとりの希望や力量に応じて支援しているc

ホーム内で入居者
一
人ひとりが楽しみごとや出番を見い出せるよう場面づくり等の支

援を行っている。(テレビ番組、週刊誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物
のlll話、新聞取り等)

心身の変化や共常発生時に、気軽に相談できる医療関係者を確保している。(医帥、

歯科医師、保健師、看護師等)

入院した場合、早期; 子つているc

に最低1回は、 に文援 してい

ないホームは、健康診断を受けられる準備や体制を整えているc

認知症の人の身体面の機能低 ドの特徴 (筋力低下、 の悪化、囃 下機能の

低 下等)を理解し、買い物や散歩、調理、楽しみごと特の日常生活の中で自然に維持・

向上するように取り組んでいる。

職員は、人居者同士のけんかやトラブルの し、必要な場合には

に努め、当事者や他の入居者に不安や支障を生じさせないようにしている。

出しながら、国の中の汚れや臭いが生じないよう、口腔の清潔を日

常的に支援している。(歯磨き・入れ歯の手入れ・うがい等の支援、出血や炎症のチェツ

ク等)

:の目的や目1作用、用法や用量を承知しており、入暇員は、入岩者が便用する楽の目的や副作用、用法や用量を本知しており、人居
一人ひとりが医師の指示どおりに服薬できるよう支援し、症状の変化を確認している.



①緊急時の手 当

○

入居者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことができる。(けが、骨折、発

作、のど詰まり等)

0感 染席対策

○
感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行している。(インフルエンザ、所

痛、肝炎、MRSA等 )

3入 居者の地域での生活の

居者が、ホームの中だけで過ごさずに、積極的に近所に出かけて楽しめるような雰

ltl気を作っている。(買い物、散歩、近隣訪間、集会参加等)

4入 居者 一父

家族が気軽に訪間でき、訪問時は庁心地よく過ごせるような 奉囲気を作つている。(来
居室への宿泊のしやすさやすい雰囲気、歓迎、関係再構築の支援、湯茶の自由利用、

等)

Ⅳ 運営体制

法人代表者及び管理者は、ケアサービスの質の向上に熱意を持ち、それぞれの権限

や責任をふまえて、共に取り組んでいる。

護従業者の採用、運営方法、入居者の受入れや入居継続の可否については、職

員の意見を聞いている。

の確 保 ロ

入居者の状態や生活の流れを支援するために、これに即した職員の勤務ローテー

ションを組んでいる。

が、採用H寺、フオローアッフ等それぞれの段階に応 じた研修を受講 し、その

をすべての職員に周知している。

職員の業務上の悩みやストレスを解消する方策を採り入れている。(外部者と接する

会、職員相互の親睦、悩みの聴収、スーパーパイザーの導入等)



3入 居時及び退居時の対応方針

番 号 言平 1面 項 目 できている 改善が必要 判断不能
0入 属者の決Pの ための検討

①
グルーブホームに適した入居対象者であるか、十分に検討している。(介護保険被保

険者証、診断書、入居申請に至る経過、生活や対人関係、入居考・家族の希望等)

①退居の支援

○
退居は、契約に基づくととt)にその決定過程が明確である。また、入居者や家族に十

分な説明を行つた上で、納得のいく退居先に移れるように支援している。退居事例がな
い場合は、その杯制がある.

衛 生 口安 全 官 埋

〔〕不 ― ム 困 の 福訂年 官 ,軍

○
ホーム内の清潔や衛生を保持している。(食品、布 ||!、包丁、まな板、冷蔵庫、洗濯機

等)

」江 恵 の 必 要 石 物 品 の 保 官 口官 埋

○
案や洗剤、刃物等の注意の必要な物品については、保管場所、管理方法等を明確に

取り決め、かつ、そのとおりに実行している。

①事故の報告書と活用

○
けが、転1到、窒夕官、、意識不明、行方不明年の緊急事態が発生した場合、事故報告を

まとめており、サービスの改善につなげている。(再発防止の話しあい、今後に活かす意
義づけ等)

報の開示口提供

番 号 評 イ面 項 目 できている 改善が必要 判断不能
①調査等の 万間 に対す る対 応

○
介護相談員や評価調査員等の訪問時には、情報を積極的に提供している。

への対応

0本目 電` 4T g,切1示

○
相談や苦情を受け入れるホーム側の窓口及び職員が明確であり、入居者及び家族に

その利用の十上方を文書と口頭で繰り返し伝えている。

7ホ ー

家族が、気がかりなことや、言兄、希望を職員に気軽に伝えたり相談したりできるよう
に、面会時の声かけ、定期的連絡等を積極的に行つている。

に、人居 者 の暮 らしぶ りや 日常 の 、具1本的に伝えている。(た よりJ
の発行や行車ビデオの上映、写真の送付等)

入居者が金銭の管理ができない場合には、その代脊方法を家族と相談の上定めてお
り、家族に定期的にその出納を明らかにしている。

―ムと地 交

町村との連絡を密にとり、家族介護 等の市町村事業を積極的に

地域の人達が、遊びに来たり立ら寄つてくれたりするように取り組んで↓



入居者の生活の安定や拡がりのために、周辺 の話施設から協力を得ることができ
るよう、興解を拡げる働きかけを行つている。(商店、
施設等)

福祉施設、警祭、消防、文化教育

ホームの機能を、入居者のケアに配慮しつつ地域に開放している。(認知症の理解や

関わり方についての相談対応・教室の開催、家族・ボランティア等の見学・研修の受入
れ等)

※(1)「管理者」には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含む
(2)「職員」には、管理者及び非常勤職員を含む


